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平成２８年度 総務部長の目標宣言 達成状況報告 

総務部長 安藤 隆幸 
                                            

N0. 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

取組結果 

今後の取組の方向性 
目標達成状況 

1 計画的な定員管理の推進 

（総務課） 

・第５次総合計画の具現化と職員数の適正化による人件

費の削減を目指し、定員管理計画（平成２５年度～平成２

９年度）に基づく適正な定員管理に努めます。 

[目標値] 

・平成２９年４月１日の職員数 

 ６６３人 

・定員管理計画に基づき計画的な管理を進めるとともに、組

織改編に伴う定員数の見直しを進め、職員数及び各課の業

務量等に応じた職員配置の適正化を図りました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・平成２９年度以降の社会情勢等の変化を踏まえ、新たな定

員管理計画の策定を進めます。 

 

[実績値] 

・平成２９年４月１日の職員数 

 ６６４人 

2 効率的な行政執行体制の構

築 

（総務課） 

・第５次総合計画の具現化のため、効率的・効果的な執行

体制を整えます。また、部課の再編、統合を進め、機能的

な組織づくりを目指します。 

[目標値] 

・簡素で効率的な組織づくりを目指します。 

・市民ニーズの多様化、社会環境の変化、制度の見直しなど

による業務量の変化に、適正かつ迅速に対応するため、平成

２９年４月１日からの組織改編を実施しました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・引き続き、市民に信頼される効率的・効果的な組織づくりを

進めます。 

・目標どおり達成しました。 

3 人事評価制度の継続的運用 

（職員課） 

 

･人材育成型人事評価制度を継続実施します。 

･実績評価結果の勤勉手当への反映対象を拡大します。 

（Ｈ２７年度は部長職を実施） 

[目標値] 

･７級、６級職の勤勉手当へ反映します。 

･５級職以下の実績評価を試行します。 

・平成２８年６月及び１２月の勤勉手当に７級、６級職の実績

評価結果を反映しました。 

・平成２８年１０月から５級職以下の職員に実績評価の試行

を実施しました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・実績評価結果を勤勉手当に反映する仕組みを５級職以下

及び行（２）の職員に拡大していきます。 

・目標どおり達成しました。 

4 職員研修の充実 

（職員課） 

･職員研修計画に基づき「階層別研修」「課題別・職能別

研修」「派遣研修」等を継続実施します。 

･人事評価制度との連動により各職場における職場内研修

（ＯＪＴ）がより活発に行われ、職員一人ひとりの能力にあっ

た人材育成が行える職場環境を整えます。 

[目標値] 

・研修受講後の「満足度」 

８６点以上 

・「階層別研修」「課題別・職能別研修」「派遣研修」等を実

施しました。 

  階層別研修・・・・・・・・・ １８講座 

  課題別・職能別研修・・・１９講座 

  派遣研修・・・・・・・・・・・  ５４講座（９団体） 

 

［今後の取組の方向性］ 

・職員の能力、意欲向上のため職員研修を継続的に実施し

ていきます。 

 

[実績値] 

・研修受講後の「満足度」 

８７点 
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N0. 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

取組結果 

今後の取組の方向性 
目標達成状況 

5 女性職員の登用 

（職員課） 

 

・女性活躍推進法に基づき策定した「特定事業主行動計

画」に沿い、組織全体で継続的に女性職員の活躍を推進

します。 

 

[目標値] 

・女性職員の意識・能力の向上を図るため、

派遣研修等への女性職員人数を増やしま

す。 

・自治大学校（特別課程）へ女性職員を初めて派遣しまし

た。また、その他の派遣研修へも１２名の女性職員を派遣し、

能力・意欲の向上を図りました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・今後も女性職員の意識・能力向上のため、派遣研修などへ

の参加や管理監督職への登用を積極的に進めていきます。 

・目標どおり達成しました。 

6 情報セキュリティの向上 

（情報システム課） 

・平成 29年 7月から開始される他機関との情報連携に向

け、他機関連携システムの構築、運用テストを行います。 

・また、セキュリティレベルを向上させるため、インターネット

との通信を無害化するなど、セキュリティの強化を図りま

す。 

 

[目標値] 

・県及び市町村と協力して情報セキュリティ

クラウドを構築し、インターネット通信の無害

化を実現します。 

・他機関連携システムの構築、運用テストはすべて問題なく

完了しました。 

・また、インターネット通信の無害化を実現するための神奈川

情報セキュリティクラウド(KSC)への接続設定や、ファイルの暗

号化など市独自のセキュリティ対策も完了し、５月から本格

的に運用開始します。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・セキュリティ研修の開催など職員研修による資質向上を継

続的に行い、マイナンバー制度の安全な運用、情報資産の

漏えいなどのセキュリティ事故を防止します。 

・目標どおり達成しました。 

７ 共用車の定期的な入替えと

エコカーの増車 

（管財契約検査課） 

・共用車の定期的な入替えと共用車全車両のエコカー化

を行い、車両コストと燃料費の削減を図るとともに、環境負

荷の低減に取り組みます。 

[目標値] 

・共用車(管財契約検査課保有車両)３０台

全てをエコカー化します。 

・管財契約検査課で保有している共用車については、２台の

更新を行い、全車両エコカー化することで、燃料費の削減と

環境負荷の低減に取り組みました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・環境負荷低減とコスト削減を図るため、引き続き計画的な

車両更新を図ります。 

[実績値] 

・共用車(管財契約検査課保有

車両)３０台中のエコカー台数 

 ３０台（１００％） 
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特定規模電気事業者(ＰＰＳ)

の導入(行政文化センターほ

か) 

（管財契約検査課） 

 

・東京電力株式会社以外の特定規模電気事業者（ＰＰＳ）

との長期継続契約（３年）の導入により、行政文化センター

（市庁舎、市民文化会館、図書館・子ども科学館）及び市

役所分室の電気使用料の削減を継続します。 

・低圧受電施設（小規模施設）への導入を検討します。 

 

[目標値] 

・電気使用料の削減を継続します。 

 

・高圧受電施設については、長期継続契約に基づき、電気

使用料の削減を継続しました。 

・低圧受電施設についても新たに小売電気事業者の導入を

図りました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・小売電気事業者と契約することで、引き続き電気使用料の

削減を図ります。 

[実績値] 

・削減額  ６，３１５千円  
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N0. 
取 組 名 

（担当課名） 
取 組 内 容  達 成 目 標  

取組結果 

今後の取組の方向性 
目標達成状況 

９ 市庁舎・共用車への企業有

料広告掲示 

（管財契約検査課） 

・本庁舎および共用車に企業有料広告掲載を実施し、財

源の確保を図ります。 

[目標値] 

・新たな有料広告掲載箇所  

２箇所 

・企業有料広告掲載車両台数 

１４台 

・本庁舎および共用車への企業有料広告掲載を拡大し、財

源の確保を図りました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・財源確保のために、企業有料広告を更に拡大していきま

す。 

[実績値] 

・新たな有料広告掲載箇所  

３箇所 

・企業有料広告掲載車両台数 

１４台 

10 不要公有財産の処分(廃道

水路敷・旧小山住宅跡地) 

（管財契約検査課） 

・普通財産の利活用について、総合的な観点から再検討

し、売却処分又は貸付による税外収入の確保を図ります。 

・市営小山住宅跡地の一部を財源の確保を図るため売却

します。 

[目標値] 

・用途廃止したインフラ資産の売却（廃道水

路敷等）     

・市営小山住宅跡地の一部を売却処分 

・普通財産の売却処分については、廃道水路敷の財産処分

を行いましたが、市営小山住宅跡地については売却処分で

きませんでした。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・税外収入確保のために、不要公有財産の売却処分に取り

組みます。（市営小山住宅跡地や廃道水路敷など） 

[実績値] 

・財産処分件数 ４件 

・税外収入総額 

      ２，２７１千円 

 

11 公平・公正な入札・契約の執

行 

（管財契約検査課） 

・公平、公正で透明性のある入札、契約事務を執行しま

す。 

・また、適正な工事検査を効率的に実施します。 

[目標値] 

・工事入札件数   ５３件 

（うち社会貢献等を条件とした入札の試行 

５件） 

・工事完成検査件数 ５３件 

・公平、公正で透明性のある入札、契約事務を執行するとと

もに、適正な工事検査を実施しました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・国、県の入札制度および他自治体の状況を注視しながら、

公平、公正な入札、契約事務を執行します。また、工事検査

についても適正に実施していきます。 

[実績値] 

・工事入札件数    ６５件 

（うち社会貢献等を条件とした入

札の試行 ８件） 

・工事完成検査件数 ６６件 

12 伊勢原市土地開発公社の経

営の安定化対策 

（管財契約検査課） 

・平成18年度及び19年度代替用地処分の際の損失分に

対する補填と利子補給金を交付し、債務の縮小を図りま

す。 

[目標値] 

・利子補給金の交付 

2,356千円 

 

・運営費補助金の交付 

          23,500千円 

・平成１８年度及び１９年度代替用地処分の際の損失分に対

する補填と利子補給金を交付し、債務の縮小を図りました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

継続して代替用地処分の際の損失分に対する補填と利子補

給金を交付し、債務の縮小を図ります。 

[実績値] 

・利子補給金の交付 

２，３５６千円 

・運営費補助金の交付 

  ２３，５００千円 

13 伊勢原市事業公社の健全化

の推進 

（管財契約検査課） 

・一般財団法人伊勢原市事業公社経営健全化計画に基 

づき、市が事業公社に委託して整備した施設等の計画的 

な債務の返済を図ります。 

[目標値] 

・計画的な債務返済 

      352,880千円 

 

 

・一般財団法人伊勢原市事業公社経営健全化計画に基 

づき、計画的な債務の返済を図りました。 

 

［今後の取組の方向性］ 

・経営健全化計画に基づき、計画的な債務の返済を図りま

す。 

[実績値] 

・債務返済額 

３５２，８８０千円 

 

 


